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と言わせるコンテンツを創造し、発信し続ける会社です。わわっっ！！
！！

Wow!

Nice!

Fun!

Hey!

Great!

Good!

アミューズメント事業

パチスロ・パチンコの人気機種やカジノ

ゲームなどを、携帯電話やパソコン上で

再現。とことん遊べる楽しいコンテンツ

を企画・開発。実物にも劣らない興奮を

お届けしております。

サウンドコミュニケーション事業

携帯電話などに向けて、着信メロディや

アーティストの生音源や生映像を着う

た®／着ムービー™として配信するコンテ

ンツを展開しています。中には、高音質

や動画にこだわったサイトもございます。

海　外　事　業

中国を中心としたアジア地域に対し、

携帯電話向けコンテンツの配信を行って

おります。特に成長著しい中国市場に

おいては、2005年4月に有力携帯コンテ

ンツ配信会社を買収し、本格展開を図っ

ております。
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株主の皆様におかれましては、ますますご清栄

のこととお慶び申し上げます。

平素は格別なるご支援を賜り、誠にありがとう

ございます。

2000年3月の創業以来、当社は順調に業績を

伸ばし、2004年9月には、東京証券取引所マザ

ーズへ上場いたしました。

さて、当期（2004年4月1日から2005年3月

31日まで）におきましては、携帯電話向けパチス

ロ・パチンコゲームコンテンツサイト「サミー

777（スリーセブン）タウン」や着信メロディコ

ンテンツサイト「プラチナメロディ」などの会員

数が順調に増加し、売上高62億32百万円（前期

比88.4％増）、経常利益24億33百万円（前期比

216.7％増）、当期純利益14億34百万円（前期

比286.4％増）と大幅な増収増益となりました。

今後は、既存の事業に加えまして、オンライン

パチスロゲームのサービス開始や、携帯電話を使

った新システム「MUPASS」（ミューパス）、そ

して成長著しい中国への事業展開と、今後の大き

な飛躍を目指しております。

また、日頃よりご支援いただいております株主

の皆様への還元策と流動性の向上及び投資家層の

拡大を目的に2004年11月30日を基準日として、

2005年1月20日に当社普通株式１株を３株に分

割（無償交付）しております。

なお、当期の配当につきましては、1株につき

2,500円の普通配当に加え、上場記念配1,000円

を実施いたしております。

株主の皆様におかれましては、今後とも引き続

きご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2005年6月

株主の皆様へ

代表取締役社長
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＊第4期につきましては、決算期を変更したため1ヶ月間となっております。�

財務ハイライト （単位：千円）
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－2005年3月期を振り返っての

－ポイントについて

－お聞かせください。

大野●アミューズメント事業では、サミー株式

会社から販売され、空前の大ヒットとなったパ

チスロ機「北斗の拳」を、携帯電話向けゲーム

として、「サミー777（スリーセブン）タウン」

に投入したことにより、会員数を前期末の97万人から153万人へ

と飛躍的に増加することができました。

サウンドコミュニケーション事業では、着信メロディ市場が飽和

する中で、コンテンツを強化したことで、安定したシェアの確保と

売上増を達成できました。

具体的には、着信メロディサイト「プラチナメロディ」などで、

ライブ映像の配信など、積極的にコーナー展開したことにより、

100万人以上の会員を維持いたしました。また、アイドル映像・

画像系サイト「アイドルニッポン!!」の投入によって、異なるユー

ザー層を獲得いたしました。

エンタテインメント事業では、パソコンや携帯電話で展開してい

るEコマースサイトにおいて、パチスロ実機関連商品の売上が伸び

たほか、焼酎通販サイト「こだわりの焼酎」、携帯電話向け動画コ

ミックサイト「モバイルコミック」などを開始いたしました。

また、海外展開の一環として、携帯電話市場の成長が著しい中国

の北京に2004年4月、現地法人を設け、事業展開のための準備を

行ってきました。その後、中国を中心とするアジア太平洋地域にお

ける地域統括会社として、「Sammy NetWorks Asia Pacific

Limited」を設立いたしました。

－今後の事業展開について

－お聞かせください。

大野●2006年3月期は、リーチの拡大を図っ

てきた当期までを第1ステップとした場合、顧

客単価の引き上げを目指す第2ステップへの移

行期であると位置づけております。

第2ステップで目標としているのは「音楽コ

ンテンツ配信プロバイダーNo.1」「中国進出コ

ンテンツプロバイダーNo.1」「アミューズメン

トオンラインゲームポータルNo.1」です。この

目標を達成するため、2006年3月期では、新

システム「MUPASS」の開始、中国への本格

的な進出、オンラインパチスロゲーム「777タ

ウン・ドットネット」の開始を中心に、3つの事業領域で積極的な

開発、投入、展開を行い、第1ステップが終了した3年後には連結

売上高500億円を達成したいと考えております。

なお、これらの目標を達成するため、2005年4月1日付で、「ア

ミューズメント事業」、「サウンドコミュニケーション事業」、「エン
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「“感動”や“楽しさ”を
「いつも追求することこそ、
「ビジネスの醍醐味です。」

トップインタビュー
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タテインメント事業」から、「アミューズメント

事業」、「サウンドコミュニケーション事業」、

「海外事業」の3つの事業領域へ組織変更を行っ

ております。

－アミューズメント事業の

－計画については？

大野●アミューズメント事業では、携帯サイト

の一層の拡大はもちろん、現在携帯電話上で

「サミー777タウン」などを楽しんでいる153

万人のユーザーをオンラインパチスロゲーム

「777タウン・ドットネット」へ誘導し、更な

る会員増に努めてまいります。

さらに、アミューズメントポータルサイトを立ち上げて潜在ユ

ーザーへ訴求したり、オンラインゲームを中心としたコンテンツ

の広がりとプラットフォームの拡大によって、市場拡大を狙って

まいります。

－サウンドコミュニケーション事業の

－計画については？

大野●携帯電話を使った新システム「MUPASS」の投入によって、

新たな市場を作りだすほか、「プラチナうた&ライブ」を始めとす

る着うた®／着ムービー™の新規サイトの投入、音楽コンテンツの

権利獲得など、ネットワーク上での音楽ビジネスを多様なプラット

フォームで追求いたします。

特に、「MUPASS」については、飽和しつつある携帯電話市場と

は異なり、日常生活に密着した電子機器がプラットフォームになる

ことから、携帯電話に依存しない新たな市場が作れるサービスです。

現在、玩具、生活家電、時計・家電雑貨、バス・サニタリー、デジ

カメ、カー用品など、様々な分野の16社以上と提携しております。

－海外展開の計画については？

大野●中国での携帯電話加入者数は、およそ3

億4,400万人（2005年2月末）で、毎月約

500万人以上の新規加入者が増えている有望な

市場です。人民日報などによると、2010年に

は加入者数が6億人に達することが見込まれて

おります。

当社では、2005年4月に子会社化した「広

州市華創信息技術有限公司」により、中国市場

へのゲーム、着信メロディ、待受といったモバ

イルコンテンツの配信などを展開し、将来的に

は、同社の米国NASDAQへの上場を目指して

まいります。また、韓国でNo.1ポータルサイト

を運営するDaum（ダウム）社と提携し、韓国発の優良モバイルコ

ンテンツや、韓国人気アーティストの待受画像などを、日本と中国

に配信する予定です。

－株主の皆様へのメッセージをお願いします。

大野●当社は、「ネットワークでつながるあらゆるデバイスを通じ

て、様々なコンテンツにより多くの皆様に感動や楽しさを提供しつ

づける」という企業理念のもとに、主に携帯電話を利用したコンテ

ンツを提供し、ユーザーの利用価値向上に努めてまいりました。

今後も、携帯電話だけでなく、パソコンや他の電子機器といった

あらゆるデバイスを通じて、「わっ!!」と言わせるコンテンツを創造

し、発信し続けてまいります。

株主の皆様には、今後ともご支援を賜りますとともに、当社の今

後の発展にご期待いただきますよう宜しくお願い申し上げます。
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サミーネットワークスを知るために－1

サミーネットワークスの成長ビジョン�

中長期的な目標を達成するために、当社は成長ビジョンとして、第1ステップ「会員数の拡大」、

第2ステップ「顧客単価の引き上げ」の2つのフェーズを考えております。2006年3月期は、

第1ステップと第2ステップの移行期と位置づけており、新システム「MUPASS」、「中国へ

の本格進出」、オンラインパチスロゲーム「777タウン・ドットネット」の重点3事業を開始し、

積極的に会員の獲得を目指すと同時に顧客単価引き上げの施策を講じる計画です。なお、

2006年3月期は、連結売上高100億円、経常利益31億円を計画しております。その後、第1

ステップ終了3年後の2009年3月期には、売上高500億円の達成を目指します。�

（注）将来の業績等に関する記載は、リスクや不確定な要因を含んでおります。�
　　　実際の成果や業績などは、記載の見通しとは大きく異なる可能性があります。�

2001/2 2002/2 2003/2 2004/3 2005/3 2006/3�
（計画）�

2004/3 2005/3 2006/3�
（計画）�

将来のNo1.コンテンツプロバイダーを目指し、第2成長期への移行期間として、�

3事業領域の主力サービスの開発・投入及び展開を行います。�
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3月期�

連結売上高100億円、�
経常利益31億円を計画�

重点3事業を開始し、�
積極的な事業展開を実行�

■ 売上高�
■ 経常利益�

■ アミューズメント事業�
■ サウンドコミュニケーション事業�
■ エンタテインメント事業�
　（2006年3月期より海外事業）�

2006年3月期 重点3事業�

GOAL 2009年3月期�

顧客単価の引き上げ�
第2�
STEP

会員数の拡大（有料会員数500万人以上獲得）�
第1�
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サミーネットワークスを知るために－2

新システム「MUPASS」(ミューパス）�
�

「MUPASS」は、携帯電話にプログラムデータやメロディデータをダウンロードし、専用チップを内蔵した

電子機器に赤外線転送することにより、身のまわりの電子機器の発する音を好みのメロディや音声に書き換

えたり、電子機器のプログラムデータを書き換えたりすることができるサービスです。2005年夏頃より、

携帯電話サイトのオープンと、提携先による対応製品の販売からサービスを開始する予定です。�

携帯電話を使って、日常生活に密着した電子機器へ着信メロディやプログラムデータを転送します。�

3年でシェアNo.1の音楽コンテンツ配信プロバイダーを目指します。�

サイト� サイト�

日本の総世帯�
4,700万世帯�

携帯の機能的な�
電子音�

多彩な音楽などで�
携帯をカスタマイズする�

新しい価値へ�

携帯電話に専用音源を�
一時的に保管�

MUPASSアプリを起動�

生活の中にある�
機能的な電子音�

保持した専用音源を�
赤外線で転送�

玩具分野�

メーカー各社�

生活の中にある「音」を�
カスタマイズする�
新しい価値へ�

Network

赤外線通信�

さまざまな専用音源や�
プログラムデータを�
ダウンロード�

全ての操作は専用アプリで。�
ユーザーは簡単に利用できます。�

Network
生活家電分野�

時計�
雑貨分野�

バス�
サニタリー分野�

店舗/什器�
サイン分野�

専用�
チップ�

専用�
チップ�

専用�
チップ�

専用�
チップ�

専用�
チップ�

音を鳴らす�
専用ICチップを提供�
（家電メーカーと協力）�

携帯電話の着信音を変化�
させることで市場を創出�

着信メロディ�
さまざまな生活の中の「音」を変化させることで�

今までにまったく無かった市場・ライフスタイルを創出�

MUPASS

デジカメ出荷台数�
年間約800万台以上�

冷蔵庫出荷台数�
年間約400万台以上�

洗濯機出荷台数�
年間約400万台以上�

カーナビ出荷台数�
年間約100万台以上�

ユニットバス出荷台数�
年間約100万台以上�

新
市
場
創
出
へ�

●現在16社以上の提携先を確保�
●チップの開発を終了�

（出典：市場占有率2005年版）�

*JASRAC：日本音楽著作権協会　ビジネス及びシステム特許出願中�

STEP 1

好きな楽曲を選んでダウンロード�
視聴も可能�

STEP 2

転送ボタンを押して�
好きな楽曲に変えられる�

STEP 3

JASRAC*からの許諾�

着信メロディのノウハウ�

ビジネスシステム特許�
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サミーネットワークスを知るために－3

中国への本格進出を始動�
急速に拡大している中国モバイルコンテンツ市場に進出を図るために、中国有数のコンテンツ会社を買収しました。�

この会社を通じ本格的な事業展開を行ってまいります。�

中国におけるコンテンツプロバイダーNo.1を目指します。�

●モバイルコンテンツの企画・開発・配信。�

●広州に本社を置き、北京・上海等、�

　全国主要都市8箇所に支社を置く。�

●SMS（ショートメッセージサービス）及び�

　MMS（マルチメディアメッセージングサービス）分野で�

　広州2位、中国全土10位以内�

●会員数123万人�

広州市華創信息技術有限公司�

会社�
概要�

当社は、2004年4月、北京に現地法人を設立し、中国への本格参入の準備を進めてまいりました。�

2005年4月には、中国有数の携帯電話コンテンツ配信会社広州市華創信息技術有限公司を買収いたしました。�

今後は、この会社を通じて、成長著しい中国市場で本格的な事業展開を行ってまいります。�

広州市華創信息�
技術有限公司�

サミーネットワークス北京�

（株）サミーネットワークス�

 中国の携帯電話加入者数�

 3億4,400万人�
（2005年2月末現在）�

毎月500万人以上の新規に加入者が�
増加する成長市場�
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サミーネットワークスを知るために－4

携帯電話上で、会員数約150万人を有する「サミー777タウン」が、PCオンライン上で、登場いた

します。PC上では、パチスロゲームに加え、ユーザー同士でチャット機能等のコミュニケーションが

楽しめるなど、PCオンラインゲームならではのサービスも提供してまいります。2005年5月末より

テスト版をスタートし、本格サービスの開始は2005年夏頃を予定しております。�

タウン画面�
プレイヤーは好きなホールを�
選ぶことが出来ます。�

ホール画面�
プレイヤーは好きな台を�
選ぶことが出来ます。�

プレイ画面（アラジンA)�
今後随時、機種数を�
増やしてまいります。�

©Sammy

＊サイト上の画面は開発中のものです。�

オンラインゲーム会員数No.1を目指します。�

URL：http://www.777town.net

オンラインパチスロゲーム�
「777タウン・ドットネット」�
PCオンライン上で、日本初の大規模なバーチャルホールを提供いたします。�
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9

部門別の概況― ●アミューズメント事業

アミューズメント事業におきましては、主力コンテンツであるサ

ミー株式会社の販売するパチスロ・パチンコ実機を携帯電話向けの

ゲームアプリとして提供する「サミー777タウン」シリーズにて、

サミー株式会社より販売され、空前の大ヒットとなりましたパチス

ロ実機「パチスロ北斗の拳」のゲームアプリを投入したこと、また、

ゲームアプリ以外のムービーやその他コーナー展開により、多くの

会員を獲得するにいたりました。

この結果、アミューズメント事業の売上高は47億33百万円（前

期比145.1％増）となりました。

営業概況

全般の概況

当期におけるわが国経済は、輸出や設備投資の増加、企業収益の

改善等により、景気低迷に明るい兆しが見られましたが、年度後半

に原油や素材価格の高騰により減速傾向となりました。また、個人

消費においては雇用・社会保障・所得環境など、将来に対する不安

が払拭されず、依然として厳しい状況が続きました。

一方、情報通信業界におきましては、ブロードバンド化の急速な

普及、通信料の低価格化により、インターネット利用者が大幅に増

加し、接続端末の多様化、高速化と相俟って、市場は引き続き拡大

基調にあります。また、国内における携帯電話機等の契約者数は、

平成16年3月末時点の8,665万人から、平成17年3月末時点には

9,147万人と、引き続き堅調に推移しております。（社団法人電気

通信事業者協会調べ）

このような状況の中、当社は携帯電話向けのパチスロ・パチンコ

ゲーム、着信メロディ、Ｅコマース等の既存サービスに注力するの

みでなく、当社事業の新しい柱となるべく新サービス、携帯電話以

外の他プラットフォームへのコンテンツ配信展開における、それぞ

れの企画、コンテンツ配信に必要なシステムの開発、サービスの立

ち上げを積極的に展開してまいりました。

この結果、当期の売上高は62億32百万円（前期比88％増）、経

常利益は24億33百万円（前期比217％増）、当期純利益は14億

34百万円（前期比286％増）となりました。

合計�
6,232百万円�

エンタテインメント事業�
355百万円�

サウンドコミュニケーション事業�
1,142百万円�

アミューズメント事業�
4,733百万円�

部門別売上高�
構成比率�

● サミー777タウン

サミーグループのパチスロ・パチンコ機

のゲーム、着信メロディ、各種情報、ム

ービー等がダウンロード出来ます。

● サミーカジノタウン

サミーグループの人気キャラクターを使

用したスロットマシン、ルーレット、麻

雀等のゲームアプリがダウンロード出来

ます。

主なコンテンツサービス

©武論尊・原哲夫 / Sammy

©Sammy / Sammy NetWorks / MOTI / F. PROJECT
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部門別の概況― ●サウンドコミュニケーション事業

サウンドコミュニケーション事業におきましては、主力コンテン

ツである「プラチナメロディ」シリーズにて、クリエーターが原曲

のイメージを崩さず、こだわりぬいて制作した高音質着信メロディ

の多数投入やアーティストのライブ映像を配信する「LIVE! LIVE!

LIVE!」等のコーナー展開によりコンテンツとしての差別化を図り、

また、「メールにメロディ♪」シリーズで、業界初となる管理楽曲

を使用できる「メールにメロディ♪Ｊ－ＰＯＰ」の配信やその他新

サービスの投入を会員の獲得策として投入いたしました。

この結果、サウンドコミュニケーション事業の売上高は11億42

百万円（前期比5.8％増）となりました。

部門別の概況― ●エンタテインメント事業

エンタテインメント事業におきましては、Ｅコマースサイトの

「サミーダイレクト（PC向け）」・「グッズSHOPサミー（携帯電

話向け）」シリーズで、サミー株式会社の販売するパチスロ・パチ

ンコ実機のキャラクターを使用した、Zippoライター、携帯ストラ

ップ等のオリジナル商品の通信販売が商材の拡充に相俟って順調に

推移しました。また、新サービスとして、焼酎販売サイト「こだわ

りの焼酎（携帯電話向け）」や漫画を携帯電話に配信する「モバイ

ルコミック」等を立ち上げました。

この結果、エンタテインメント事業の売上高は3億55百万円

（前期比20.0％増）となりました。

● プラチナメロディ

プラチナメロディは、着信メロディや音

と映像を自由に組み合わせることができ

るプラチナムービー等をダウンロード出

来ます。

● メールにメロディ♪

メールにメロディ♪シリーズは、メール

にアニメーションとメロディを同時に添

付できるサービスです。

● eコマース

PC向けECサイト「サミーダイレクト」

及び携帯電話向けECサイト「グッズ

SHOPサミー」は、サミーグループの

パチスロ・パチンコ機、ゲームのキャラ

クターを利用したオリジナルグッズ等を

販売しているオンラインショップです。

主なコンテンツサービス 主なコンテンツサービス

©BANDAI NETWORKS & Sammy NetWorks

©BANDAI NETWORKS & Sammy NetWorks ©Sammy NetWorks
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財務諸表

●資産の部

流動資産 8,174,710 1,700,858

現金及び預金 6,249,915 571,679

売掛金 1,782,487 1,068,696

商品 5,949 2,729

前払費用 30,893 1,619

繰延税金資産 92,717 49,543

その他 12,747 6,588

固定資産 894,769 297,731

有形固定資産 58,262 12,437

無形固定資産 194,496 54,965

投資その他の資産 642,010 230,328

資産合計 9,069,480 1,998,589

●負債の部

流動負債 1,908,599 1,047,608

買掛金 590,679 514,411

未払金 270,299 43,771

未払費用 8,003 98

未払法人税等 863,552 413,235

未払消費税等 106,758 32,238

預り金 11,842 11,516

賞与引当金 57,463 32,337

固定負債 38,408 24,080

負債合計 1,947,008 1,071,688

●資本の部

資本金 2,246,125 206,125

資本剰余金 2,890,659 94,659

利益剰余金 1,948,817 576,028

利益準備金 2,885 2,885

当期未処分利益 1,945,931 573,142

その他有価証券評価差額金 36,870 50,087

資本合計 7,122,472 926,900

負債・資本合計 9,069,480 1,998,589

科 目 当 期
2005年3月31日現在

前 期
2004年3月31日現在

貸借対照表 （単位：千円）

●流動資産

公募増資による現金及び預金の増加、また、売上

高の増加による現金及び預金ならびに売掛金の増

加により、流動資産は前期比380.8％と大幅に増

加しております。

●固定資産

本社移転にともなう敷金や、保険積立金の計上等

により、前期比200.5％増となっております。

●負債の部

収益の順調な推移により、未払法人税等が増加し

ております。

●資本の部

公募増資により大幅に増加しております。
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売上高 6,232,106 3,308,710

売上原価 2,178,746 1,703,053

売上総利益 4,053,360 1,605,657

販売費及び一般管理費 1,563,508 836,630

営業利益 2,489,851 769,027

営業外収益 325 49

営業外費用 57,110 933

経常利益 2,433,067 768,143

特別利益 35,000 ―

特別損失 8,046 23,410

税引前当期純利益 2,460,020 744,732

法人税、住民税及び事業税 1,091,000 513,800

法人税等調整額 △ 65,043 △ 140,157

当期純利益 1,434,063 371,090

前期繰越利益 511,867 202,052

当期未処分利益 1,945,931 573,142

科 目 当 期
2004年4月01日から
2005年3月31日まで

前 期
2003年4月01日から
2004年3月31日まで

損益計算書 （単位：千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,179,456 612,672

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 296,987 △ 383,818

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,795,766 148,784

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ―

現金及び現金同等物の増加額 5,678,235 377,638

現金及び現金同等物の期首残高 571,679 194,041

現金及び現金同等物の期末残高 6,249,915 571,679

科 目 当 期
2004年4月01日から
2005年3月31日まで

前 期
2003年4月01日から
2004年3月31日まで

キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

当期末処分利益 1,945,931 573,142

利益処分額

利益配当金 150,255 25,775

（1株につき3,500円） （1株につき10,000円）

役員賞与金 93,000 35,500

（うち監査役分） （4,000） （1,500）

計 243,255 61,275

次期繰越利益 1,702,676 511,867

科 目 当 期 前 期

利益処分 （単位：千円）

●営業利益

会員数の伸びにより、売上原価における制作費等

の固定費率が低下したため、売上総利益が大幅に

伸びました。販管費も前年同様売上高比25％の水

準で推移し、その結果、営業利益は前期比で

223.8％増となっております。

●当期純利益

営業外費用で上場関連費用を計上しておりますが、

営業利益の結果を受けて、当期純利益は前期比

286.4％増と好調に推移しております。

●キャッシュ・フローの概況

営業活動に加え、公募増資を行ったため現金及び

現金同等物の期末残高は大幅に増加しております。
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●会社名 株式会社サミーネットワークス

Sammy NetＷorks Co., Ltd.

●本社所在地 〒107-0052

東京都港区赤坂2丁目9番11号

オリックス赤坂2丁目ビル9階

●設　立 2000年3月1日

●資本金 22億46百万円

●事業内容 携帯電話、インターネットPC、

家庭用ゲーム端末機への音楽関連コンテンツ

及びゲーム関連コンテンツの配信サービス

●監査法人 あずさ監査法人

●従業員数 47名

●役　員 （2005年6月22日現在）

取 締 役 会 長 里　見　　　治

代表取締役社長 大　野　政　昭

常 務 取 締 役 鶴　谷　　　誠

常 務 取 締 役 佐　藤　信　邦

取 　 締 　 役 新　谷　省　二

取 　 締 　 役 倉　垣　英　男

取 　 締 　 役 中　山　圭　史

取 　 締 　 役 大　山　太　郎

常 勤 監 査 役 嘉　指　富　雄

監 　 査 　 役 榎　本　峰　夫

監 　 査 　 役 家　田　和　忠

●会社が発行する株式の総数 120,000株
（注）1. 平成16年6月3日付にて、1株を4株とする株式分割（無償交付）を

実施したのに伴い、会社が発行する株式の総数を10,000株から
40,000株に変更いたしました。

2. 平成17年1月20日付にて、1株を3株とする株式分割（無償交付）
を実施したのに伴い、会社が発行する株式の総数を40,000株から
120,000株に変更いたしました。

●発行済株式の総数 42,930株
（注）1. 平成16年6月3日付にて、1株を4株とする株式分割（無償交付）を行

い、これにより、発行済株式の総数は7,732.5株増加しております。
2. 平成16年9月1日付にて、公募により新株式を発行いたしました。

これにより、発行済株式の総数は4,000株増加しております。
3. 平成17年1月20日付にて、1株を3株とする株式分割（無償交付）を行

い、これにより、発行済株式の総数は28,620株増加しております。

●株主数 2,685名

●大株主

氏名又は名称 持株数（株） 持株比率（％）

サミー株式会社 24,804 57.78

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,817 4.23

ビービーエイチフォーフィディリティージャパン
スモールカンパニーファンド 1,472 3.43

株式会社ドコモ・ドットコム 840 1.96

野村信託銀行株式会社（投信口） 806 1.88

バンダイネットワークス株式会社 660 1.54

メロンバンクトリーティークライアンツオムニバス 624 1.45

株式会社インデックス 600 1.40

大野　政昭 480 1.12

シービールクスパイオニア
アセットマネージメントエスエイエスエル 374 0.87

（注）平成17年4月1日付にて、サミー株式会社が所有する持株数全株は、グ
ループ会社再編により、セガサミーホールディングス株式会社に承継し
ております。

●株式分布状況

会社概要 株式情報

（2005年3月31日現在） （2005年3月31日現在）

合計�
2,685名�

金融機関�
 7.07%

個人・�
その他�

18.62%

外国人等�
 7.8%

その他法人�
 65.6%

証券会社�
 0.91%所有者別�

合計�
42,930株�

1株以上�
 8.8%

1,000株以上 65.44%

500株以上�
 8.22%

5株以上�
 2.25%

所有株数別�

10株以上�
 3.6%

50株以上�
 1.7%

100株以上�
 9.99%



前回中間事業報告書にて実施いた

しました、株主の皆様を対象とし

た「株主アンケート」の集計結果

が整いましたので、主なデータを

ご報告いたします。アンケートに

際しては、多くの皆様のご協力を

賜りましたことを、あらためて感

謝申し上げます。

アンケートのご報告

当社について、関心のある情報は何ですか？�

事業内容�

当社事業の�
市場動向�

事業戦略�

その他�

34.8％�

52.2％�

69.6％�

0％�

Ｑ�

今後、当社の株式についてどのような方針をお持ちですか？�

長期保有�

（複数回答）�

買い増し�

売却�

85.1％�

36.2％�

8.5％�

Ｑ�

当社にどのようなイメージをお持ちですか？�

明るい�
活気がある�
個性的である�
企画力がある�
親しみやすい�
不安定である�
よくわからない�
その他�

28.3％�
47.8％�

34.8％�
54.3％�

15.2％�
2.2％�

13.0％�
2.2％�

Ｑ�

（複数回答）�

（複数回答）�

サミーネットワークスに関する詳しい情報はインターネットでご覧

いただけます。または、IRメールにて最新情報を配信しております。

ぜひ、この機会にご登録ください。

●ホームページアドレス

http://www.sammy-net.jp

●IRメール配信

http://www.sammy-net.jp/ir/mail/index.html

当社ホームページでは、最新のニュースをはじめ、財務情報、決算

説明会資料のみならず、決算説明会の模様もストリーミング配信

しております。

©Sammy NetWorks
全てのブランド名または製品名は、それらの
所有者の商標もしくは登録商標です。
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今後の見通しに関する注意事項
本誌の記載内容のうち、当社の将来に関する見通し及び計画などの歴史的事実でないものについては将来予測
であり、現在入手可能な情報から得られた会社の判断に基づいています。これらの将来予測には、リスクや不
確定な要素が含まれており、実際の成果や業績などは、記載の見通しとは大きく異なる可能性があります。



● 株主メモ

決算期 毎年3月31日

定時株主総会 毎年6月中

配当金支払株主確定日 3月31日

基準日 3月31日

そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して、

基準日を定めることがあります。

名義書換代理人 UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱所 東京都江東区東砂七丁目10番11号（〒137－8081）

UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

TEL：0120－232－711（通話料無料）

同取次所 UFJ信託銀行株式会社 全国各支店

公告掲載URL http://www.sammy-net.jp/announcement.html

（ただし、電子公告によることが出来ない事故、

その他のやむを得ない事由が生じた時には、

日本経済新聞に公告いたします。）

〒107-0052

東京都港区赤坂2丁目9番11号　オリックス赤坂2丁目ビル9階

URL： http://www.sammy-net.jp

Trademark of American Soybean Association

TM

事業報告書は、環境保全のため、古紙100％再生紙を�
使用し、大豆油インクで印刷しています。�

お 知 ら せ
株式に関するお手続き用紙のご請求について
株式に関するお手続き用紙（届出住所・印鑑・姓名等の変更届、配当金振込
指定書、端株株式買取請求書、名義書換請求書等）の請求につきましては、
上記名義書換代理人にて、お電話ならびにインターネットにより24時間受
け付けておりますので、ご利用ください。

0120-244-479（UFJ信託銀行本店証券代行部）

0120-684-479（UFJ信託銀行大阪支店証券代行部）
インターネットアドレス　http://www.ufjtrustbank.co.jp/

なお、株券保管振替制度をご利用の株主様は、お取引口座のある証券会社に
ご照会ください。


